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亡i6 〕 菓 田 ： 暖地 稲 作を 秋 優墾に す る 2 ，
3 の 問題 点

暖地稲作 を秋優型 に す る 2， 3 の 問題点
ee

粟　　　田　　　俊 　　　児
’

　　　（福岡県 八 幡 農 林事 務所）

　暖地稲作の栄養生長は 殆んど徒長的で あり過剰で あ

る 。 そ して生殖生長は秋落型 で あ る 。 従来め元肥主 義

稽作法 か ら考 え るな らば これ は 暖地稲作の 宿命的な も

の で あ る と きえ老え られ て 居 る 。 栄養生長期に窒素を

極慶に 制限し活着後中干を繰返して根の 心 土昏 の発達

を計 りつ つ 地上部 の 生育を抑制 し穂肥 に重点的に 窒素

を与え る事に よ り暖地稲作は秋落型で ある とい う殻 を

破 る に 充分な稲作を見 た の で 茲に 報告す る 。

　　　　　　　 環　　　　　　境

　場所遠賀郡遠賀村別府

　土壌河成冲積層， 耕土 3 寸， 埴土 2寸位，心 土 1

尺，
’
埴土 湿 田一毛作 田

　慣行施肥量反当硫
tl−4　

一一・5貫，過右8貫 、 塩加 3貫，

反收 2 石 4斗〜2石 6斗 ， 窒素的に は 可成り肥 沃 と思

われ るが土壌は 異状還元 を起 し易 く秋 に は葉枯及び紋

枯病が多く秋落傾向を 示 し，稔実色は 汚い 。

　　　　　　　耕　　種　　概　　要

　1． 晶種紅千石

　2． 播種期 5月2Q日折衷苗代 。 3合播。苗代肥料碗

安 15匁，過 石 30匁 ， 塩 加20匁 。 40日苗

　3 ． 本田肥料硫安 4貫 ， 過石 8 貫 ， 塩 加 3貫，過石

塩力口｝まフb目巴

　4． 挿秋 6 月30日 8寸 × 8寸 1株 3本植

5． 管理 1 区当7 畝

区　 別 鷲肥 黜 水　　　管 理

改良区
8 月20日
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節 水 栽培 8 月15日以 後灌漑10
月10日落 水
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L　 1株茎数の 変化 （50株平均 ）
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　2． 出穂期に 於け る茎葉の 状態 、

　改良区は 恰 も早期栽培の稲 の 様に 茎葉 は鮮緑色で 生

気 に 満 ちて 居 リブ 籾 は黄金色の 登 熟 を して居た。慣行

区は 凋落の
．
色を呈し下葉は枯れ上 り籾 も汚 い 色をして

い た 。 健全葉数は改良区 5枚 ， 慣行区は 3枚半 で あっ

た 。

　 3． 出穂期 に 於け る根 の 状態

区 司 根 色 根 の 深 さ 隊 ・ 大 き さ 匝 度 1 備 考

・ 良 区 L
憤 行 区
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強　靱

脆　い 　・養分吸牧力 滅 退 した 様 な感 じ 。

圃場凍び 品種 が 異 な るの で 成績として は挙げな い が

無窒 素出発 で 中干をせ ず穂肥 を施 し た もの は 淡黄白色

根 と黒褐色 根 は 半 々 程度 で あっ アこ。叉元肥 に 窒素を施

して 中一Fを 繰返 し た もの は 葉 枯 を 防 ぐ事 が 出来な か っ

た 。

　4．　收穫期の 茎 葉 の 状態
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5・　收穫期 の 根 の 状態

改 良 区　　5 寸 以 内に 新根 多 く蔓延 し 活力 を 量 す

慣行 区　　根 は 殆 ん ど老化して居 る。

　6・　牧量調査 （改良区 11月10日　慣行区 11月 5 日

收穫）
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　　　　　　　　 考　　　　　 察

　 1． 暖地 の 稲作 も栄養生長期特1，C 元 肥の 窒素 を極度

に 制限 し活着後 の 「戸干 を繰返 し穂肥に 蹇素を重点的に

施す事 に よつ て秋優型 にす る事が出来る 。 穂肥の 時期

は幼穂始原体 の 出来る出穂前30 日頃が 適期 と 思われ

　る。．

　 2， 元 肥無 窒 素 で あ るの で 生育初期 に 於て 根は es　〈

伸び硫化水素発生時期 に は 鉄 マ ン ガ ン の 集積層 夊 は そ

れ 以
．
ドに 蔓延して 居 る の で 硫化水素 の被害を悳接受け

・tな い もの と思われ る 。 窒素元肥稲作 で は根 は浅 く横 に

伸び る。

　 3． 苹肥無窒素の 根は 珪酸吸收が大 で あ り硫化水素

又 は異状還 元 こ対す る抵抗加 ∫強いの で は な い か と思

われ る。

　 4． 適応地帯 は窒素 の 元肥施用 で は葉枯及 び紋枯病

の 出 る老朽化水田有機質過剰の 秋落田 と思われ る。瘠

薄土壌 に は 茎 数確保 の た め 若干の分蘖肥 が 必 畏 と思わ

れ る 。

　5． 栄養生長期に窒 素欠乏で あ るの で盛夏 に 於 て 茎

葉の 繁茂少 な く臼照通 風が よ く紋枯病が少な い 。又根

は 深 く健全 で あ る の で 下 葉枯が 少 ない 。

　6．　栽植株数は 坪当70− 80株程度に 増加 す る事 に 依

り
一

層増收出来る もの と思われ る 。

　7． 品種は農 林 37号申千石 の 様な 穂首イ モ チ 病抵抗

性 の 中性種を 用 うべ き もの と思われ る （成熟遅延 の 傾

向）。

　8． 秋優型 稲 は根 茎 葉部が 健全で あ るの で九 州稲作

の 宿命 とも思われ る台 風 に対す る 抵抗力が強い。
’

　　　　　　　参　　考　　交　　献

　稲作 （診 断），松尾 大五 郎，養 分 と根 の 発育，米麦
の 研 究，岩槻信 治 ， 養分 と根 の 発 育 ， 稲作 の 科学的技

術 ， 木戸三 夫 ， 根の 発育 s 稲 と麦 ， 斉藤文夫，31．8穂
肥 の 施 し方。万 協，一

色一雄 ， 稲 作 の 精 髄。

水稲 の 葉鞘内 に お け る澱粉の 消長に つ い て の
一

観察
es

藤 井 義 典 ・田 中 典 幸

（佐 賀 大 学 農 学 部）

　水 稲 体 内に お け る生 育時期別 OD澱粉の 消長にっ い て

は 詳細な 報告が あ り （戸刈，長谷川，、嵐，佐 藤 ）体内

の 澱 粉の 蓄積転流が 規則的に 行動 して い る こ とが 明 ら

か に きれ た。特 に茎 葉 内 の 澱 粉の 移動 と稔実の 関係 に

つ い て は 佐藤，村山の報告 に よ り葉お よび稈か ら穂へ

の 澱 粉 の 移行が きわ め て 秩 序 正 し く行 わ れ，栽培環境

に よっ て 左右 きれ る こ とが 判 つ た。と こ ろ で ， 筆者等

は ， 先 に 小麦 に お け る 地上 部 と根 との 聞の 生 育 の 規 則

性 に つ い て 報告 した 。 本実験で は，水稲 に つ い て 同様

の 生 育 の 相関 の 有無を 明 らか にす ると と もに ， 更 に 根

sc 昭 和 31年 12月 1 日第15回例会で 発 表

の 生育は 地上部 よ りの養分の 供給 に よ りて行われ る こ．

とか ら，葉位別の 葉鞘内の 澱粉の 消長 と根の 生 育 との

関係に っ い て 観察した 、 材料満よび方法は省略す る 。

　　　　　　　結 果 お よ び 考 察
．

　　 1． 水稲における地上部と根の 生育の 相 関

　小 麦 の 場合 と金 く同 じ観点か ら水稲に つ い て 昨 年か

ら本年 に か け て 観察した と こ ろ 同様の 傾向が 認 め られ

た。すな わち， ある 節の分蘖 と根 は相伴つ て 出現伸長

し，しか もそ の節 よ り3 節上の 葉 と同伸性を示 した 。

こ の こ とを確認す る た め 2 ， 3 の 実 験 を 行つ たが，そ

の一
例 と して 苗令 6．1 （農林 39号）の 苗の 根を 全部切

除 して 水耕し ， 3 口 日の 発根状態 を 調べ た。第 4 節か

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


